
● はじめに ●

● 県内の事例 ●

［HPｱﾄﾞﾚｽ：http://www.pref.okayama.jp/page/detail-8624.html］
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美岡だより
平成２７年５月
岡山県・美咲町

第１号 内水排除対策について(事例紹介等)

住民の方から「美作岡山道路が出来た後、内水による被害が拡大するのでは？」という懸念の

声を聞いております。

これを受けて県では、飯岡地区における「内水の現状」と「内水排除対策の取組方針」を掲載

した資料を作成し、昨年８月に皆様方へ配布させていただいたところです。

本号では、内水排除対策の具体的なイメージを伝えさせていただくため、その対策を代表し、

県内でも多くの実績がある「湛水防除事業」の事例を紹介させていただきます。

浸水被害から農地を守るため、大雨等により農地が浸かったときに、溜まった水を強制的に

川へ排出するための排水機（ポンプ）等の整備を行う事業です。

事業の実施（排水機等）によって浸水被害が軽減又は回避できる土地を受益地といい、この

大きさによって計画の規模等が決定されます。

湛水防除事業とは？

湛水防除事業は、県内の６４地区で実施されており、それらに設置された排水機等は、地盤の

低い県南平野部の干拓地等で浸水被害の軽減に大きく寄与しています。

県では、湛水防除事業で排水機を整備した事例を次のようにホームページで紹介しています。

上記のうち、和気郡和気町にある「原排水機」の事例で排水機の仕組みを紹介します。

次ページをご覧ください。

たんすいぼうじょ



～ 内水を強制的に排出する排水機（ポンプ）の仕組みを「原排水機」の事例で紹介します ～

● 原排水機の位置 ●

排水機の模式図 
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底面高
（0.0ｍ）

排水路

除塵機

堤防

河川釜場の深さ
5.9ｍ

0.8m

１秒間で約10杯分のお風呂の水量を排水

和気町佐伯庁舎

背景図：国土地理院ホームページより（http//maps.gsi.go.jp）
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水中ポンプ

全景写真です。

手前の水槽のような所が一時的に

水を貯める「釜場」といいます。

水中ポンプ上面の写真です。

この下へ直径700㎜の水中ポン

プが２台設置されています。釜場

除塵機を水の入っていく方から見た写真です。

水中ポンプのある釜場の手前で、木の枝やゴ

ミなどを除塵機で除去します。
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水の流れ

除塵機

トラック

左の写真の反対方

向から撮影した写

真です。

除塵機で除去され

た木の枝やゴミな

どはトラックに積ま

れ処分されます。

排水機（ポンプ）の能力

＜能力とは何か？＞

排水機（ポンプ）の能力は、１秒間に排出できる水の量で表します。これを計画排水量といいます。

水の量は「ｍ３」（＝立方メートル）単位で表します。ちなみに、１ｍ３は「縦×横×高さ」が「１ｍ×１ｍ×１ｍ」となり

ます。また、１ｍ３あたりの重さは約１トンです。

＜原排水機の能力はいくら？＞

原排水機の計画排水量は、１秒あたり２ｍ３（２ｔ）です。

この排水能力をわかりやすく例えると、次のようなイメージです。

ご家庭のお風呂の水量（約200㍑）を１秒間で何杯分排水できるか？

⇒ １秒間で約10杯分を排水できます。

小学校の25ｍプール（長さ25ｍ×幅15ｍ×深さ1.2ｍ）の水量を

何分間で排水できるか？ ⇒ 約４分間で全て排水できます。

深さ1.2ｍ

25ｍプールのイメージ図

約４分間で全て排水

【注意事項】

本図に掲載の堤防や河川等は、イメージされやす

いよう描画したものであり、排水機との大きさの

比率は実際のものと異なります。

N



● 飯岡地区の内水の現状 ●

● 内水排除対策の取組に向けて ●
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飯岡地区には、流域※に降った雨（表流水）を河川へ放流するための水路や樋門が設けられて

います。放流先の河川の水位が低い時は表流水が水路を通って樋門から河川へ排水されるため、

内水はほとんど溜まりません。一方、放流先の河川の水位が高い時は河川からの逆流を防ぐため

に樋門を閉めるため、表流水が排水できなくなり、標高の低い所へ内水が溜まります。

平成10年度以降は、内水が一番多いときでも町道曽根原線を超えるような浸水被害は発生して

いないと住民の方から聞いています。

※ 流域とは降雨が表流水となって標高の低い所へ集まる区域をいいます。（飯岡地区の流域：約1.8㎞２）

内水による被害を懸念される理由として「美作岡山道路により田が潰れ、遊水池が減る」とい

うご意見を多くいただいています。これについては、道路による影響分を考慮の上、湛水防除事

業で用いられる基準に従い、内水が排除できる能力の水中ポンプを計画していく考えです。

その他に「異常降雨にはポンプでは対応できない」、「肝心な時にポンプは動かない」などと

いったご意見もいただいています。これらについては、他の地域での事例を教訓にしつつ、県・

町と連携して必要な対応を検討していきたいと考えております。

県・町としては、ルートの地元合意をいただいた後、道路計画を具体化していく中で、地区と

建設的な話し合いをしながら、内水排除対策に取り組んでいきます。

N

流域：約1.8㎞２

樋門

美作岡山道路

計画ルート
（第２案）

樋門

ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ
平成10年度以降最大の内水範囲

（住民の方からの聞き取りをもとに再現）

老人憩の家●
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